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2014 年、ジャカルタのホテルレストランでは生野菜サラダは定番に
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炒め、その上に薄い牛肉が数枚のっているだけだ。
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強調していた
る具材の量も多くはなく、若者には物足りないだろう。二人で丼とコーラなど飲み物

えてしまう。賃金が上昇傾向にあるとはいえ、日本の半分程度だ。ジャカルタは家賃

今値上がりしているから生活は大変なはずだ。それにも関わらずこの盛況ぶりは何な

インドネシアの食事は米と麺が中心だ。ナシゴレ

ン（焼き飯の上に挽肉と目玉焼きがのっているもの）

やミーゴレン（ソース焼きそばに近い）など、日本

人にも好まれる材料・味付けのものが多く、従って

インドネシアの人々にとって和食はなじみやすいこ

とは確かだ。また和食はヘルシーなイメージが定着

して、欧米でも人気を博しているから、インドネシ

アの若者たちにも人気なのであろう。

また、インドネシアは内需の拡大によって経済を

発展させてきた国である。２億を超える世界第四位

の人口の多くは若年層であり、彼らの将来に対する

意識は非常に楽観的だ。収入を全部消費してしまって

も将来困ることはないという意識であり、名目 GDP

合が約 55％と高いこともそれを物語っている。破格なデートの食事代も内需のひと

レストランの顕在化だけではない。ファストフードの店も種類・店数共に増えていた。

店、チョコレート専門店、飲茶がメインの中華料理店、ベトナムのフォーのチェーン

などインドネシアのコーヒーは有名でコーヒーの専門店は以前から多かったが、軽食

す店が増えているように感じられた。ケーキやパンの味がとても良くなったのも特筆

料も良いものを使うようになったのだろうが、技術もかなり向上したと思われる。

の多様化と根強い内需拡大の傾向は、日本の食品業界にとってチャンスなのではない

だまだ存在する。ホテルのコーヒーショップで、本物のメレンゲを使った絶品のレモ

スコーヒーを食しながら、そんなことを考えていた。

以上
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